
時 間 予 定 ・行 事 等 

12・30 受付（京都華頂大学６号館４Ｆ「華頂ホール」） 

13・00 知恩院参拝に向け移動                      

        ＊知恩院参拝                          

14・30 「室町時代のダイナミズム」 伊藤真昭先生 

15・30 「南画の楽しみかた」       町田泰宣先生 

16・30 歴史討論「京の地と山名」（仮題）          

17・00 山名会年次総会                            

18・00 懇親会場へ ちゃんこ料理「いころ」（円山公園内）

 

山
名
会
歴
史
講
演
会
開
催

昨
年
度
、
池
坊
短
大
「
心
ホ
ー
ル
」

を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
山
名
会

歴
史
講
演
会
に
は
、
一
般
聴
講
者
の
方
々

含
め
全
体
で
１
２
０
名
を
上
回
る
ご
参

加
で
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
ご
縁
」

を
更
に
拡
大
さ
せ
、
ひ
い
て
は
山
名
会

の
発
展
へ
と
結
び
つ
け
る
為
、
本
年
の

山
名
会
総
会
も
再
度
、
昨
年
と
同
様
に

歴
史
講
演
会
を
主
体
し
た
事
業
を
計
画

致
し
ま
し
た
。
今
回
は
テ
ー
マ
を
「
京

の
地
と
山
名
氏
」
と
致
し
ま
し
た
。

歴
史
講
演
の
二
題

歴
史
講
演
に
つ
い
て
は
二
題
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
華
頂
短
大
の
伊
藤
真

昭
教
授
に
は
「
室
町
時
代
の
ダ
イ
ナ
ニ

ズ
ム
」
（
仮
題
）
と
し
て
、
ご
専
門
の

古
文
書
研
究
の
見
地
か
ら
観
た
中
世
室

町
期
を
中
心
に
京
の
街
や
文
化
の
変
遷

に
つ
い
て
お
教
え
願
い
ま
す
。

も
う
一
題
は
日
本
南
画
院
の
会
長
で
、

京
都
廬
山
寺
管
長
の
町
田
泰
宣
師
に
、

中
世
以
降
中
国
か
ら
伝
わ
り
江
戸
時
代

に
か
け
て
発
展
定
着
し
て
き
た
南
画
に

つ
い
て
、
「
南
画
の
楽
し
み
か
た
」

（
仮
題
）
と
し
て
、
数
々
の
画
を
ご
紹

介
願
い
な
が
ら
、
そ
の
味
わ
い
や
楽
し

み
か
た
を
お
教
え
い
た
だ
き
ま
す
。

知
恩
院
の
特
別
参
拝

ま
た
、
今
回
は
浄
土
宗
総
本
知
恩
院

門
前
の
「
華
頂
ホ
ー
ル
」
で
の
行
事
で

す
の
で
、
講
演
前
の
小
一
時
間
程
史
跡

散
策
を
兼
ね
た
知
恩
院
参
拝
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
普
段
の
観
光
コ
ー
ス
と

は
少
し
異
な
り
、
非
公
開
箇
所
参
拝
も

含
ん
だ
ご
案
内
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
此
方
も
ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
お
願
い
し
ま
す

今
回
も
ま
た
前
回
と
同
様
に
、
山
名

会
会
員
だ
け
で
無
く
、
一
般
の
聴
講
者

の
皆
さ
ん
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
講

演
会
と
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
日
、
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山
名
会
歴
史
講
演
会
及
び
第
23
回
総
会
の
概
要
決
定

来
る
平
成
28
年
11
月
13
日
（
日
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
山
名
会
総
会

及
び
歴
史
講
演
会
に
つ
き
概
要
が
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。
尚
、
行
事
の
主
会
場
で
す
が
、
今
回
は
京
都
東
山
・
知
恩
院
門
前

の
京
都
華
頂
大
学
の
「
華
頂
ホ
ー
ル
」
を
お
借
り
し
て
の
行
事
と
な
っ
て

居
り
ま
す
。

京都華頂大学。６号館の４階に「華頂
ホール」がある。

華頂ホールからは知恩院の三門を始め
東山や京都の街並みが見下ろせる。

東山山麓、知恩院門前華頂道の左右に
京都華頂大学の学舎が並ぶ

山名氏一族会第23回総会の日程 平成28年11月13日（日）



歴
史
講
演
会
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
等
を
作

成
・
送
付
し
ま
し
た
際
に
は
、
参
加
者

の
勧
誘
等
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
会
員
の
皆
様
方
、
な

か
な
か
出
掛
け
に
く
い
事
か
と
存
じ
ま

す
が
、
年
に
一
度
の
山
名
会
総
会
及
び

歴
史
講
演
会
で
御
座
い
ま
す
。

ま
た
今
回
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
東
山

の
山
腹
、
知
恩
院
門
前
の
会
場
か
ら
は
、

眼
下
に
広
が
る
京
の
街
並
み
と
も
み
じ

模
様
が
満
喫
出
来
る
特
等
席
で
す
。

是
非
と
も
会
員
様
ご
自
身
も
ご
都
合

を
付
け
て
い
た
だ
き
一
人
で
も
多
く
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

宿
舎
も
若
干
確
保

昨
年
の
山
名
会
行
事
は
土
曜
の
開
催

で
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
宿
泊
場

所
の
確
保
は
絶
望
的
で
し
た
が
、
今
回

は
日
曜
日
の
行
事
開
催
と
言
う
こ
と
も

あ
り
、
事
務
局
で
も
若
干
の
宿
泊
場
所

を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。
宿
泊
場
所
は

20
名
分
用
意
致
し
て
居
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
早
め
に
参
加
申
込
書
を
に
て

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

竹
田
城
見
取
図
の
復
刻

今
回
の
総
会
記
念
品
で
す
が
平
成
元

年
に
作
成
し
た
竹
田
城
見
取
図
の
復
刻

を
考
え
て
い
ま
す
。

山
名
会
事
務
局
に
も
「
竹
田
城
の
見

取
図
が
欲
し
い
」
と
良
く
問
合
せ
を
貰

う
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
手
元
に
は

在
庫
品
は
有
り
ま
せ
ん
。

発
行
か
ら
27
年
も
経
っ
て
お
り
、
印

刷
を
お
願
い
し
た
業
者
に
問
い
合
わ
せ

て
も
ダ
メ
だ
ろ
う
ナ
ァ
～
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
聞
い
て
み
ま
す
と
原
版

は
既
に
処
分
し
て
残
っ
て
い
な
い
が
、

完
成
品
な
ら
何
枚
か
保
存
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
元
本
に
画
像
を
コ
ピ
ー
し
て
復

刻
す
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う
で
す
。
そ

ん
な
訳
で
復
刻
版
「
竹
田
城
見
取
図
」

に
ど
う
か
ご
期
待
下
さ
い
。
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華頂ホール。諸設備も充実した中規模
なホール。定員数200名。

少し前のことですが、天皇陛下

の「生前退位」（譲位）の事が話

題となりました。

報道で聞くところによると、明

治以前で一番最後この生前退位を

された天皇は光格天皇で、その光

格天皇によって整備されたお寺が

閑院宮家菩提寺で、歴史講演会で

講師をつとめていただける町田泰

宣先生が管長をなさっている廬山

寺となります。

廬山寺には光格天皇の位

牌も納められている関係で、

町田管長様ご自身が取材を

受けられ光格天皇について

語っておられたニュース映

像を何度か目にしました。

また、光格天皇と言えば、

そのご生母は大江磐代の君、その

磐代の君は伯耆打吹城主・山名氏

豊の曾孫に当たることは山名会の

皆さんならよくご存じことかと思

います。

今回は山名年浩会長とのご縁で

町田管長様に講師をお願いしたの

ですが、目に見えな深い縁で予め

繋がっていたように思えてなりま

せん。

ご 縁 で 繋 が っ て い る ？

復刻版『竹田城見取図』B2サイズ（51
5×728）に若干縮小するかも？


